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Summary 
The effects of ultraviolet (UV) irradiation on anthocyanin accurnulation in fruit skin of sweet cher. 
ries were studied. The degree to which such accurnulation increased differed with the wavelength of the 
UV used and with the cultivar. Twenty cultivars were tested， including one yellow-skin cultivar. 
UV-B (280-320 nrn) caused rnore accurnulation than UV-A (320-400 nrn) in 12 of the cultivars. In 
another five cultivars， the effect of UV -A and UV -B were cornparable. Only two cultivars accurn ulated 
rnore anthocyanin with UV -A than with UV -B treatrnent. In the rernaining cultivar， that with yellow 
skin， UV irradiation had alrnost no effect. Red !ight caused alrnost no additional accurnulation when 
UV irradiation was used in any of the cultivars. The effect of UV on anthocyanin accurnulation was 、
greater in rnature fruits than in irnrnature ones. The optirnurn ternperature for anthocyanin accurnulation 
during UV irradiation was higher for the rnature fruits than for the irnrnature ones， and was also high-
er for the late-ripening cultivar than for the early-ripening one. The addition of sucrose to the culture 
rnediurn of skin discs increased their anthocyanin accurnulation. This effect was accelerated with 
abscisic acid and suppressed with gibberellin except with one cultivar. Qua!itative changes in the 
anthocyanin of the skin were not observed after UV irradiation. This finding indicates that the in. 
creased coloration of sweet cherries caused by irradiation arose frorn quantitative increases in anthocy-
anin of the skin. 
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UV-B (280-320 nrn) および UV-c(200-280 nrn) に分類
1.緒 百
は，可視光域に近いほうから， UV守A(320-400 nrn) ， 
紫外光 (UV) は，可視光線のなかで最も波長の短い されるが，オゾン層に吸収されるため，通常は290nrn 
紫色域よりも短く x線よりも長い波長を有する.UV 未満の波長域の光は地上まで到達しない(荒木ら，1985). 
高等植物のなかにはアント シアニンのような UV吸
*現在，山形大学名誉教授. Present position : Professor 収色素が UV-B照射によって葉中に増加するものが多
Erneritus of Yarnagata U niversity. い (Tevini・Terarnura，1989). また， UV-Bは植物の
本報告の概要は，平成 6年度および平成7年度園芸学会 成長や光合成を抑制する作用を有するが，植物はこの有
春季大会において発表した. 害作用を防ぐために， アントシアニンなどの UV吸収
キーワード・オウトウ，紫外光，アントシアニン，着色 色素を体内に蓄積して，フィルターの役割をさせている
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と考えられている (Mazza. Miniati， 1993). 
このように UVは植物の成長に抑制的に作用する場
合が多いが，一方では，成熟すると赤く着色する果実の
果皮のアントシアニン蓄積を促進するという重要な役割
も果たしている.たとえば， リンゴの赤色品種では，果
皮のアントシアニン蓄積の促進に UV-Bが大きな効果
を有し，さらにその効果は赤色光 (605-750nm)の存在
下でより高まることが報告されている (Arakawaら，
1985) .また，ブドウの黒色品種 ‘グローコールマン'
においても果皮のアントシアニン蓄積に UVが大きく
影響し， UV-Aの補光が果粒の着色を効果的に促進す
ることが報告されている(片岡ら， 1992 ;久保田・土屋，
1992) . 
オウトウ果実も果皮にアントシアニンが蓄積すること
により赤く着色する.果実の着色期に地表面に反射シー
トを敷くと着色が促進される(佐竹・矢野，1993)ことか
ら，着色には光環境の影響が大きいものと考えられる
最近，Arakawa (1993)は，オウトウ‘佐藤錦'の着色開
始期の果実に UV-B照射を行うと，果皮のアントシア
ニン蓄積量が白色光を照射した呆実の約 2倍になること
を報告している. しかし， ‘佐藤錦'以外の品種につい
ても同じような UV-Bの照射効果が認められるのか，
また， UV-Aの効果はどうなのかについては明らかで
ない.
本報告は， 20品種のオウトウ果実を用い，人工照明下
において果皮のアントシアニン蓄積に有効な UVの波
長域やその品種間差異について検討を行うとともに，果
実の熟度ならびに UV照射処理中の温度の影響，さら
に UV照射下における植物ホルモン添加の影響につい
て検討した結果をとりまとめたものである.
1I.材料および方法
実験1. インタクトな果実への照射処理
実験には山形県立園芸試験場(寒河江市)栽植の‘日
の出¥‘ことぶき‘GuigneMay ¥ ‘Rainier¥ ‘Vic'， 
‘Delikata' ， 'Hedelfinger Riesenkirsche¥ ‘黄玉
'Chapman¥ ‘Summit' ，‘Burbank' および‘Glorious
Stark Gold'，ならびに山形大学農学部実験園場(鶴岡市)
栽植の‘セネカ¥‘ジヤボレー¥‘おばこ¥‘高砂¥‘佐
藤錦¥ ‘ナポレオン¥ ‘パン'および‘南陽'の合計20
品種を供試した.
果実の採取は着色開始期あるいは着色進行期に行っ
た.着色開始期は果皮が着色し始める直前を，また，着
色進行期は収穫熟度には達しないがかなり着色している
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時期をさす.
採取した果実は果梗をつけたまま 1%アンチホルミン
液で約 1分間表面殺菌したのち，はさみで果梗を約 5mm
程度に切りつめ，あらかじめ加熱消毒しておいた石英砂
を敷いて蒸留水を含ませた直径60mmのプラスチック
シャーレに 3ないし 4果ずつ果頂部を上にして置床し
た.これらの果実に対し，200C下で4日間の照射処理を
行った.照射処理区は暗黒区(以下， Darkと記す)，赤
色光照射区 (Red)，UV-A照射区 (UV-A)，UV-Aと
赤色光の同時照射区 (UV-A十Red)，UV-B照射区
(UV-B)および UV-Bと赤色光の同時照射区 (UV-B+
Red)の6区を設けた.
赤色光の光源には最大波長が 660nmのカラード蛍光
灯(松下 FL20S . R-F) を，UV-Aの光源には最大波
長が 352nmのブラックライト蛍光ランプ(東芝
FL20S-BLB) を，さらに， UV-Bの光源には最大波長
が 310nm付近にある健康線用蛍光ランプ(東芝 FL
20S-E) を用いた.なお，照射実験を進める過程で，
UV-Bの照射はオウトウの果皮表面に“やけ"症状を引
き起こすことがわかったので，黒色の寒冷紗3枚を用い
て UV-B光源を被覆した.
照射の距離はいずれの光源も20cmとした.この照射条件
における UV-A光源および UV-B光源の照射エネルギー
量を UVセンサー(1I-COR11-1∞0，受光部 :Macam SD 
l04A -Cos UV sensorおよび SD104B-Cos UV sensor)で測
定したところ，それぞれ， 2.35W /ばおよび0.23W/m'
で、あった(赤色光源のエネルギー量は不明). 
ジヤボレー ‘佐藤錦'および‘ナポレオン'の 3
品種については，まだ果実が緑色をしている未着色期，
ならびに前述の着色開始期および着色進行期にそれぞれ
果実を採取して，同様の方法で150Cまたは200C下で4日
間の照射処理を行った.照射処理区は Darkおよび白色
光と UV-AとUV-Bの3種類の光源を同時に照射した
区 (White+UV-A+UV-B)の2区とした.白色光源に
は UVカットフィルム (UV-Aおよび UV-Bの両方を
カットする三菱化成ピニル社製のカットエースクリーン
0.10mm)で被覆した白色蛍光灯(東芝 FL20S-W) を
用いた.照射距離は20cmとした.
以上の照射処理を行った果実について，照射前と照射
終了後に果皮のアントシアニン含量を測定した.すなわ
ち，内径8.0mmのコルクボーラーで果頂部より打ち抜い
た果皮ディスク 2枚を，10mEの1%HC1-MeOHに入れて
冷蔵庫で一晩抽出し，530 nmの吸光値を測定した.測定
は3反復で行った.
3 
方法に従い 1次展開にはイ ソブチルアルコール:酢酸
:水=8:2: 3 (以下， BAWと略す)， 2次展開には酢
酸:塩酸 :水=15 : 3 : 82 (以下， AHWと略す)を用
いた.展開は20'C暗黒下で行った.
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Fig. l. Effects of UV and red light on anthocyanin 
accumulation in fruit skin of sweet cherries， 
part 1. 
*Before irradiation. 
Means with the same letters were not signifi-
cant1y different at P=0.05 by Duncan's multi-
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実験2.果皮切片を用いた実験
山形大学農学部実験園場のオウトウ‘ジヤボレー¥
‘佐藤錦'および ‘ナポレオン'果実を供試した.果実
は着色開始期に採取し， 実験1と同様に採取後ただちに
アンチホルミン液で表面殺菌したのち，ステンレス製の
カミソ リ刃を用いて直径約12聞の果肉付き果皮切片を作
成した.この切片を後述の糖あるいは植物ホルモンを含
む約 4meの培養液を注入した直径60凹のプラスチック
シャーレに 4ないし6枚ずつ浮かべてふたをし，パラ
フィルムでシールした.このシャーレに対して20'C下で
4日間の UV照射を行った.
培養液は以下の12種類とした.すなわち，マンニ トー
ル，シュクロース，グルコースおよびフルクトース，さ
らに， O.lmM天然型アブシジン酸 (ABA，東レ製)あ
るいは O.OlmMABA力日用のマンニトー ル， O.lmM ABA 
あるいは O.OlmMABA力日用のシュクロース， O.lmM 
ジベレリン (GA)あるいは O.OlmMGA加用のマンニ
トー ル，およびO.lmMGAあるいは O.OlmMGA加用
のシュクロースの合計12種類である.なお，培養液中の
糖濃度は，それぞれの品種の果皮切片に対しでほぼ等張
液となるように，‘ジヤボレー'と‘ナポレオン'は
0.4M，‘佐藤錦'は0.5Mに調整した.等張液の濃度は，
0.4M， 0.5Mおよび0.6Mのマンニトール溶液に果皮切片
を浮かべて一晩室温に置いたのち，果皮切片の重量変化
から判定した.
照射処理は White+UV-A+UY-Bとし，照射距離は
20cmとした.照射終了直後に培養果皮切片からコルク
ポーラーで直径 8.0mmの果皮ディスクを打ち抜き，実験
1と同じ方法でアントシアニン含量を測定した.測定は
3反復で行った.
実験3.アン卜シアニン組成の変化
山形大学農学部実験圃場のオウ トウ‘ジヤボ レー '
‘佐藤錦'および‘ナポレオン'果実を供試した. 3品
種とも着色進行期の果実を採取し，実験1と同様にして
20'C下で4日間の照射処理を行った.照射処理は White
+ UY-A + UV-B，照射距離は20cmとした.照射前と照
射後の果実より，果肉が混入しないように気をつけて果
皮のみをはぎ取り，ただちに-20'Cのフリーザーに入れ
て凍結保存した.この果皮サンプルを用いて 1%
HCI-MeOHでアントシアニンを抽出し，エパポレーター
で濃縮したのち，薄層クロマトグラフイー (以下， TLC 
と略す)の 2次元展開法によってアントシアニンの組成
を比較した. TLCの展開溶媒は Shiraishiら (1986) の
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‘Rainier¥‘セネカ¥‘ジヤボレー¥‘GuigneMay'，りす
ン¥‘HedelfingerRiesenkirsche' ，‘Chapman ¥‘Summit'お
よび‘Vic' の12品種の果実は， UV-B照射の方で
UV-A 照射よりも果皮のアントシアニン蓄積が促進さ
れた(第1図および第4図-B，ただし一部の品種のデー
タは省略).これに対して， ‘佐藤錦 ‘ナポレオン
‘日の出 ‘Delikata' および‘Burbank'の5品種で
は， UV-AとUV-Bの効果に有意差が認められなかった
(第 2図および第4図-A，‘Burbank' のデータは省略). 
また， ‘南陽'と‘ことぶき'の 2品種は， UV-A 照
射が UV-B照射よりもアントシアニン蓄積をより促進
すると判断された(第 3図).黄色品種の‘Glorious
Stark Gold' は， UV照射下においてもアントシアニン
蓄積はほとんど促進きれなかった(第3図および第4図
-C) . 
赤色光 (Red)の単独照射は， ‘佐藤錦'などの通常
果皮のみにアントシアニン蓄積がみられる品種(果皮着
色型品種)ではアントシアニン蓄積をほとんど促進しな O 
Fig. 3. Effects of UV and red light on anthocyanin 
accumulation in fruit skin of sweet cherries， 
part 3 
*Before irradiation. 
Means with the same leters were not signifi. 
cantly different at P = O. 05 by Duncan's multi 
ple range test. 
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かった(第1図右列の 3品種および第2図右列の 2品種，
ならびに第 3図上列の 2品種).これに対して， ‘セネ
カ'などのように果皮ばかりでなく果肉にまで着色する
品種(果皮・果肉着色型品種)では， Redのみの照射で
も果皮のアントシアニン含量は有意に増加する傾向が認
められた(第 1図左列の 3品種および第2図左列の 2品
種). 
このことは，果皮着色型品種の果皮のアント シアニン
蓄積には， UV以外の波長域の光である赤色光は促進効
果をほとんど持たないが，果皮・果肉着色型品種では，
少なくとも着色開始期以降の果実において，赤色光でも
果皮のアントシアニンの蓄積が促進されることを示して
いるものと考えられた.ただし， Redでアントシアニン
蓄積が促進されたいずれの品種においても，UV-Aおよ
び UV-Bの効果の方が Redの効果よりも優っていた.
しかも，本実験に供試したほとんどの品種で， UV-A十
Redと UY-Aの効果との問，また， UV-B十 Redと
UV-Bの効果との聞には大きな差異は認められなかった
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Fig. 2. Effects of UV and red light on anthocyanin 
accumulation in fruit skin of sweet ch巴rnes，
part 2. 
キBeforeirradiation. 
Means with the same leters were not signifi-
cantly different at P = 0.05 by Duncan's multi 
ple range test. 
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Fig. 4. Sweet cherry fruit after iradiation by UY， red 
light， or both. 
A， cv. 'Satohnishiki' 
B， cv. 'Seneca' 
C， cv. 'Glorious Stark Gold' 
(第1図ー第3図). 
UY-Bの照射は，そのエネルギーの強さによって果皮
に“やけ"の症状が現れた.そのため， UY-Aを照射
した果実とUY-Bを照射した果実とでは果皮の色調が異
なり， UY-Bを照射した場合はやや褐色にみえる場合が
あった.このように， UY-Bは必ずしもオウトウ果皮の
アン トシアニン蓄積の促進に有効であるとはいえない点
も認められたことから， UY-Bの照射エネルギーや照射
時間については今後さらに検討する必要があると考えら
れた.
UY!照射中の温度ならびに果実熟度の影響をまとめた
ものが第 5図である. ‘佐藤錦'の UY照射下のアン
トシアニン蓄積は，未熟果(StageA)では20"(;よりも15'C
の方が優ったが，果実の熟度が進むにつれて，しだいに
15"(;より20"(;で蓄積量が多くなった. ‘ジヤボレー'も
これとほぼ同様の傾向を示した.これに対して， ‘ナポ
レオン'ではいずれの熟度でも15"(;より 20"(;でアントシ
アニンの蓄積が優った.なお，供試した3品種とも，未
熟果に比べてより熟度の進んだ果実の方が UY照射に
よるアントシアニン蓄積の促進効果が大きい傾向が認め
られた.
Arakawaら (1985) は，白色光(白色蛍光灯から
290nm以下の波長域をカットした光)と UY-Bを同時
に照射することによって，リンゴ‘紅玉'果皮のアント
シアニン生成が著しく促進されたことから，白色光に含
まれる特定の波長域の光が UY-Bの効果を高めるもの
と考え，それが赤色光である可能性が高いことを示して
いる.すなわち，赤色光とUY-Bはリンゴ果皮のアン
トシアニン生成の促進に対して相乗効果を持つこと を明
らかにした.
一方，片岡ら (1992) によると，ブドウ‘グローコー
ルマン'の果粒切片に UY-AとUY-Bをそれぞれ単独
で照射した場合，アントシアニン蓄積の促進効果は白色
光の単独照射と同じか，それよ り劣ったが， UY-Aま
たは UY-Bと白色光を同時に照射すると，それぞれの
光源を単独で照射した場合よりもアントシアニン蓄積が
著しく促進される.なお， ‘グローコールマン'の場合，
UY-AとUY-Bの効果はほとんど同じであった.
オウ トウ果実ではすでに， ‘佐藤錦'の果皮のアン ト
シアニン生成に対して白色光と UY-Bの相乗効果は認
められないという報告がある (Arakawa，1993).本実
験に供試したオウトウ20品種においても，リンゴ果実で
報告されている赤色光(本実験と同じ光源を使用)と
UY-Bの相乗効果はほとんど認められなかった.また，
データは省略したが，オウトウ数品種に対して白色光を
照射した場合も，その効果は UY照射より劣り，白色
光と UYとの聞にも相乗効果は認められないものと考
えられた.
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Fig. 5. Effects of incubation temperature on anthocy. 
anin accumulation in fruit skin of sweet cher. 
ries of different stages of maturity 
Stage A， immature green stage. 
Stage B， at start of red color development of 
skin 
Stage C， coloring and matur ing stage 
WAB， white light+UV-A+UV-B. 
*Before iradiation. 
Means with the same letters were not signifi. 
cantly different at P = 0.05 by Duncan's multi 
ple range test. 
Arakawa (1986) は， リンゴの黄色品種‘陸奥'に
UV-Bを照射しでもアントシアニンをわずかしか蓄積し
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ないことを報告しているが，本実験の結果，オウトウに
おいても，自然状態でアントシアニン蓄積能を持たない
黄色品種の‘GloriousStark Gold' は，‘陸奥'の場合
とほぼ同様の傾向を示した(第3図). 
リンゴ果実では，アントシアニン生成に有効な温度は
果実の成熟につれてしだいに上昇することが報告されて
いる(荒川， 1990). 本実験の結果，オウトウ果実もリ
ンゴと同様に，果皮のアントシアニン蓄積に効果的な温
度は果実の成熟が進むにつれて上昇する傾向があるもの
と考えられた.また，オウトウ果実の成熟期(早生品種
では 5月下旬，晩生品種では 7月上旬)は日中の気温が
しだいに上昇する時期である.本実験は UV照射下と
いう特殊な条件下ではあったが，晩生品種の方が早生品
種に比べて高い温度でアントシアニン蓄積が促進され
た.このことは，果実が成熟するにつれて周囲の環境温
度の変化に適応し，それがアントシアニン蓄積の適温に
反映しているのかもしれない.
以上の結果から，アントシアニン蓄積の促進程度に違
いはあるものの，黄色品種を除いたすべての供試品種に
おいて. UV照射により果皮のアントシアニン蓄積は有
意に促進されることが明らかになった.また， UV-Bが
より効果的な品種と UV-Aの方がより効果的な品種が
認められたことから，オウトウ果皮のアントシアニン蓄
積に有効なUVの波長域は品種によって異なる可能性が
あることが示唆された.
実験2.果皮切片を用いた実験
実験結果は第 1表に示したとおりである.
培養液に添加した4種類の糖による‘ジヤボレー'の
果皮切片のアントシアニン蓄積促進効果は，シュクロー
スで最も大きく ，次いでフルクトース，以下，グルコー
ス，マンニトールの!暇であった.シュクロースによるア
ントシアニン蓄積の促進効果は. O.OlmMの ABAを添
加することでわずかに助長された. 一方， GAの添加は
いずれの濃度で、もシュクロースの促進作用を抑制する傾
向が認められた. ABAおよび GAの効果は，いずれも
O.lmMよりも O.OlmM濃度でやや大きかった.
6佐藤錦'の場合も‘ジヤボレー'と同様に，シュク
ロースがアントシアニン蓄積を最も促進した. ABAの
添加はいずれの濃度でもシュクロースによるアントシア
ニン蓄積の促進効果を有意に増加させたが，その増加の
程度は， 0.01 mMの方が O.lmMよりやや大きかった.
一方. GAは添加濃度にかかわらずシュクロースによる
促進作用を抑制した.
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Table 1. Effects of sugars and plant hormones on anthocyanin accumulation in skin 
discs of sweet cherries by UV iradiation 
Component of culture Anthocyanin (OD) in
medium . ， Jaboulay' ‘Satohnishiki' ‘Napoleon' 
Mannitol 0.045 g柑 0.018 de 0.006 f 
Sucrose 0.227 a 0.052 b 0.011 ef 
Glucose 0.110 de 0.035 bcde 0.028 cd 
Fructose 0.124 cde 0.043 bc 0.045 b 
0.1 mM ABA +mannitol 0.060 fg 0.028 cde 0.023 cde 
0.01 mM ABA +mannitol 0.097 ef 0.037 bcde 0.027 cd 
0.1 mM ABA + sucrose 0.214 ab 0.073 a 0.034 bc 
0.01 mM ABA +sucrose 0.237 a 0.083 a 0.067 a 
O.lmM GA+mannitol 0.050 fg 0.016 e 0.020 de 
0.01 mM GA+mannitol 0.040 g 0.018 de 0.017 def 
0.1 mM GA+sucrose 0.155 cd 0.036 bcde 0.064 a 
0.01 mM GA+sucrose 0.169 bc 0.038 bcd 0.065 a 
事lsotonicsolutions of sugars were 0.4 M for 'Jaboulay' and ‘Napoleon' and 0.5M for 
'Satohishiki' . 
**Means with the same letters within columns were not significantly different at P = 0.05 by 
Duncan's multiple range test. 
lrradiation， white light+UV-A+UV-B 
Abbreviations : ABA， abscisic acid ; GA， gibberellin. 
これら 2品種に比べて‘ナポレオン'は傾向がやや異
なり，シュク ロー スの添加効果は比較的小さく，むしろ
フルクトースの添加効果の方が大きかった.ただし，シュ
クロー ス溶液に 0.01mMの ABAを添加すると，ア ン
トシアニンの蓄積は著しく促進された.さらに，シュク
ロース溶液に GAを添加した場合にも，その濃度にか
かわらずアントシアニンの蓄積が促進された. 0.01 mM 
の ABAとGAをシュクロース溶液に添加したときの効
果は，フルクトース単独の効果に比べて有意に大きかっ
た.
なお，黄色品種‘GloriousStark Gold'に対しでほぼ
同様の実験を行ったところ，シュクロースをはじめとす
る4種類すべての糖，ならびに ABAおよび GAを添加
しでも果皮のアントシアニン蓄積は全く認められなかっ
た(データ省略). 
ブドウの赤色および黒色品種では，ベレーゾン以降の
果房に対する 250ppmから 1000ppmの ABAの噴霧処
理が着色改善に有効であることがわかっている(片岡，
1986) .また，ブドウに比べると顕著な効果ではないが，
オウトウの場合でも 1000ppmの ABAで着色期の果実
を浸漬処理すると果皮のアントシアニン含量がやや高ま
ることが報告されている(平・渡部， 1986). さらに，
片岡ら(1991)は，ブドウ‘グローコールマン'の果粒
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切片を 30001xで培養したところ，培養液に 0.4Mある
いは 0.6Mのシュクロースを添加するとアントシアニ
ン蓄積が著ーしく促進され，このシュク ロースの効果はさ
らに 0.05mMの ABAを添加することによって相乗的
に増加することを報告している.
以上のことから，アントシアニン生成の促進に効果が
あるとされる ABAは，少なくとも本実験で設定した濃
度範囲では，たとえ UV照射下においても，プドウで
みられたようなアントシアニン蓄積の促進効果を示さ
ず，むしろシュク ロー スの添加の方がその効果は大きい
ものと考えられた.さらに，オウトウ果皮のアントシア
ニン蓄積に効果的な糖および植物ホルモンの種類や濃度
は品種によって異なる可能性がうかがわれた.
実験3.アントシアニン組成の変化
‘ジヤボレー'および‘佐藤錦'果実の UV照射の
前後における果皮中のアントシアニンの 2次元 TLCの
クロマトグラムを第6図に示した.
‘ジヤボレー'の UV照射前のクロ叉トグラムには
可視光下で2つの比較的大きなスポットが認められた.
UV照射前後で，これら 2つのスポットには変化が認め
られなかった.可視光下においてはこれら以外のスポッ
トは認められず，スポットの色は 2っともやや赤紫が
かったピンクであった.また， UVランプ照射下でこれ
‘Hedelfinger Riesenkirsche' の収穫適期の果実の果皮の
アントシアニンについても同一条件で展開したところ，
第6図に示したスポットと同じと思われる 2つのスポッ
トが認められ，品種に特異的なスポットは検出されな
かった(データ省略).これらのことから，黒色品種の
ブドウでは果皮のアントシアニン組成にかなりの品種間
差異が認められている (Shiraishiら， 1986)が，本実
験に供試したオウトウ果皮のアントシアニン組成には大
きな品種間差異はないと思われた.
以上のことから，オウトウ果皮のアント シアニン組成
には顕著な品種間差異はなく， UV照射はオウトウ果皮
のアントシアニン組成にほとんど影響を与えること な
し蓄積するアントシアニンに量的な変化をもたらすこ
とによ って着色を促進しているものと考えられた.ただ，
本実験ではそれぞれのスポットの色素含量を測定してい
ないため，アントシアニンの蓄積が UV照射によって
促進された場合に，いずれのスポットの含量が増加した
のかについては不明である. UV照射によっていずれの
アントシアニン色素の量がどの程度変化しているのかに
ついても興味が持たれるところである.
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オウトウ果皮のアントシアニン蓄積におよぼす紫外光
の影響について検討した.
果皮のアントシアニン蓄積促進の程度は，紫外光の波
長や品種によ ってかなり異なった. 黄色品種1品種を含
む供試20品種のうち. 12品種で UV-B域 (280-320nm)
の光の効果が UV-A域 (320-400nm)の光の効果より
大きかった.また， UV-Aと UV-Bの効果がほぼ同程
度であったものは 5品種.UV-Aの効果の方が大きかっ
た品種は 2品種のみであった.黄色品種は紫外光を照射
しでもほと んどアン トシアニ ンを蓄積しなかった.いず
れの品種でもアントシアニン蓄積促進に対して，紫外光
と赤色光の相乗効果は認められなかった
紫外光によるアントシアニン蓄積の促進効果は，果実
の熟度が進むほど増大した また，紫外光照射下におけ
るアントシアニン蓄積は温度条件の影響を受け，その適
温は果実の熟度が進むほど，また， 早生品種よ り晩生品
種で高い傾向があった.
紫外光照射下における果皮切片のアントシアニン蓄積
は，培地にシュクロースを添加した場合にかなり促進さ
れた.また 1品種を除いてその促進効果は，アブシジ
ン酸の添加によって助長され，ジベレリンの添加によっ
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らのクロマトグラムをみた場合にもスポットの色調に変
化は認められなかった.
4佐藤錦'の場合も‘ジヤボレー'とほぼ同じ位置に
2つのスポットが認められた.また，これらのスポット
の位置および色調は UV照射前後で変化しなかった.
おもなアントシアニンのRf値 (林， 1991)と本実験で
得られた 2つのスポットのRf値 (データは省略)を比較
したが， 1次元の展開溶媒が異なるため，これらのスポッ
トの同定は困難で、あった. しかし，オウトウの果皮には
シアニジン系およびペオニジン系のアントシアニンが含
まれるという報告 (Cross，1987 ; Mazza . Mini<lti. 1993) 
および別の展開溶媒を用いた TLCの Rf値(林， 1991) 
とから，これら 2つのスポットはそれぞれ，シアニジン
系およびペオニジン系のアントシアニンである可能性が
高いものと推察された.
‘ジヤボレ 'ー と‘佐藤錦'の UV照射前後にみられ
た2つのスポットはそれぞれ，移動距離がほぼ一致して
いたことから，おそらく 同じ色素であるものと思われた.
なお，このほかにも， ‘ナポレオン ‘高砂 ‘南
陽 ‘日の出 ‘パン ‘Delikata' および
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て逆に抑制される傾向が認められた.
紫外光照射の前後で果皮中のアント シアニン組成には
大きな変化は認め られず， 着色の促進は主として果皮中
に含まれるアントシアニンの量的増大によるものと推察
された.
謝辞 本研究の供試材料の一部を提供 していただい
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